
 平成 22 年 11 月 1 日 

「環日本海生物多様性フォーラム」の開催 

 名古屋市で開催された生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）に参加されるため 

来日された国内外の専門家をお迎えし、海の生物と海洋環境について考える「環日本海 

生物多様性フォーラム」を下記のとおり開催しました。 

 
１．日時  平成２２年１０月１６日（土） １５：００～１８：１５ 

 

２．場所  富山国際会議場 ２０１－２０２会議室 

 

３．主催  富山県、（財）環日本海環境協力センター（NPEC） 

    後援  国連環境計画地域海計画(UNEP Regional Seas Programme) 

         北西太平洋地域海行動計画(NOWPAP)、環境省 

 

４．プログラム 

①開会挨拶（15:00～15:10） 

石井 隆一 富山県知事 

鈴木 基之 （財）環日本海環境協力センター理事長 

②基調講演（15:15～15:45） 

「国連環境計画（UNEP）における海洋生物多様性に関する取り組み」 

ジャクリーヌ・アルダー（UNEP地域海行動計画コーディネーター） 

③発表（15:45～16:45） 

「北西太平洋地域における海洋生物多様性への脅威」 

アレクサンダー・タカーリン（NOWPAPコーディネーター） 

「日本海の海洋環境について」 

張 勁（富山大学教授） 

「富山県の生物多様性に関する取り組み」 

田中 紀彦（(財)環日本海環境協力センター地域活動センター所長） 

④パネルディスカッション（17:00～18:15） 

「海洋生物多様性保全のための、地球規模、地域、地方の取り組みの重要性」 

コーディネーター：松田 治（広島大学名誉教授） 
パネリスト：ジャクリーヌ・アルダー、アレクサンダー・タカーリン、スチュアート・

チェイプ（南太平洋地域環境計画 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ）、イーハン・ジャン（国連開発計画 黄
海大規模生態系ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ）、福代 康夫（東京大学アジア生物資源環境

研究センター長）、白山 義久（京都大学フィールド科学教育研究センター長）、田中 紀

彦 
 



５．参加者 

県内一般市民、県内関係者等 約 150 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     基調講演の様子           田中紀彦 CEARAC所長の発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   パネルディスカッションの様子 

 

 

６．その他 

  本フォーラムのパネルディスカッションでの議論の結果は、2010 年 10 月 19 日に愛知県

名古屋で開催されました COP10 サイドイベントで紹介されました。 

  サイドイベントについては、こちらをご覧ください。 

 

  本フォーラムの開催結果は 2010年 10月 30日の北日本新聞に掲載されました。 

 



 

 


